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論 文 の 要 旨 
本研究は、日本人英語学習者が大局的に一貫したテキスト表象を構築する過程を明らかにするために、物語
文の要点、メッセージ、教訓を理解するテーマ推論と、説明文中のテキスト情報を包括した上位命題を理解す
る上位推論の生成プロセスに焦点を当てたものである。 
研究 1では、3つの実験 (実験 1～3) を通して物語文読解におけるテーマ推論の生成を検証した。実験 1で
は、テーマを表す 1文の明示性を操作し、推論判断課題を用いて暗示されたテーマが推論によって理解される
かを検証した。結果から、明示条件の方がテーマ文の妥当性が高く評価されており、英語学習者は物語文中に
暗示されたテーマを推論によって理解することが困難であることが示された。実験 2では、テーマ推論の生成
を目的としたタスク教示が推論生成とテキスト理解に与える影響を検証した。テーマ推論課題の結果から、読
解前のタスク指示はテーマ推論の生成を促すことが明らかにされた。また、筆記再生課題の結果から、テーマ
推論を促すタスク指示は物語文の結末部の理解を促し、テキスト全体の理解を向上させることが示された。続
く実験 3では、実験 2で与えたタスク教示が読みの目的と読解中の認知プロセスに与える影響をアンケートと
発話プロトコル法を用いて検証した。結果から、タスク教示によって学習者の読みの目的は因果性や意図性、
大局的一貫性の構築に向けられていた。また、タスク教示は学習者が下位レベルの言語的処理に過剰に割いて
いる認知資源を分配させることができる一方で、そのような柔軟な処理の変化は熟達度下位群よりも上位群に
表れやすい傾向が明らかになった。 
 研究 2では、3つの実験 (実験 4～6) を通して説明文読解における上位推論の生成を検証した。実験 4では、
説明文の上位命題の明示性を操作し、推論判断課題を用いて暗示された上位命題が推論によって理解されるか
を検証した。明示条件と暗示条件で上位命題に対する評定が同程度であったことから、特別な指示が与えられ
なくても上位推論が生成される可能性が示唆されたものの、実験手法の限界点を考慮し、実験 5で再検討を行
った。実験 5では、上位推論の生成を目的としたタスク教示が推論生成とテキスト理解に与える影響を検証し
た。上位推論課題の結果から、学習者はテキスト全体ではなく、各パラグラフのメインアイディアに基づいて
局所的な表象を構築しており、タスク教示の有無にかかわらず、パラグラフ単位を超えた情報の統合が困難で
あることが示された。また、筆記再生課題の結果から、タスク指示はテキスト理解にも影響を与えていなかっ
た。続く実験 6では、パラグラフ間の情報統合を促すタスクを与え、上位推論の生成、読解中の認知プロセス、
テキスト理解へタスクが与える影響を再検討した。発話プロトコルの結果から、タスクの有無にかかわらず、
説明文読解では下位レベルの言語処理に多くの認知資源が割かれていた。一方で上位推論課題と筆記再生課題
の結果から、統合タスクによって上位推論の生成とテキスト理解は効果的に促されたことが示された。これら
の結果から、統合タスクはテキスト読解中の認知プロセスを直接的に変化させないものの、学習者が統合タス
クに従事する過程で情報の検索や統合プロセスが促され、読解後の上位推論生成やテキスト理解が促されたこ
とが示唆された。 
6つの実験から得られた主要な結果は、以下の通りである。物語文読解では、暗示されたテーマを学習者が
推論によって理解することは困難であるが、テーマ推論を促すタスク指示を与えることによって、方略的にテ
ーマ推論が生成され、テキスト内容理解も促された。また、テーマ推論を促すタスク指示によって、学習者の
読みの目的は意図性・因果性・大局的一貫性の構築を行うことに設定されるものの、タスク指示が読解中の認
知プロセスに与える影響は部分的であった。一方で、説明文読解では、暗示された上位推論を学習者が推論に
よって理解することが困難であり、上位推論の生成を促すタスク指示のみでは推論の生成やテキスト理解には
影響がなかった。しかし、パラグラフ間の情報統合を促す読解タスクを与えることで、学習者はテキスト読解
中には下位レベルの言語処理に多くの認知資源を割く一方で、読解タスクに従事する過程では検索や統合など
の概念的処理を行うため、上位推論の生成やテキスト内容理解が促された。 
本研究では、推論生成を検証するための手法、協力者やタスクの特性、物語文と説明文の直接的な比較に関し
て、いくつかの限界点が挙げられるものの、日本人英語学習者の読解において、大局的に一貫性した心的表象
の構築を促すための教育的示唆が得られた。具体的には、効果的な読解教材、読解指示やタスクの利用、EFL
読解における認知資源の分配について示唆を述べた。 
 
審 査 の 要 旨 
１ 批評 
本論文は、日本人英語学習者の読解における大局的一貫性の構築について、物語文読解におけるテーマ推論
と説明文読解における上位推論という 2種類のタイプの推論に焦点を当てて、検証を行ったものである。本研
究は認知的アプローチによる第二言語 (L2) 読解研究として、研究の位置づけ、研究内容と研究方法ともに優
れた質の高い研究であり、研究結果は L2読解研究・応用言語学・L2教育など諸研究分野における知識の向上
に貢献でき、L2読解についての有意義な教育的示唆を提供できるものと考えられる。L2学習者の読解におけ
る推論生成については、先行研究でも検証がなされてきたものの、大局的一貫性の構築に関わる推論について
は検証が限られていた。本研究は、読解中の認知プロセス  (processes) と読解後に構築される心的表象 
(products) の両側面について検討し、新たな観点から英文読解における L2 学習者の課題を明らかにし、それ
を解決するタスク教示の効果を示した点で独創的である。博士論文としては、全体の構成と内容がまとまって
おり、全体的に記述説明・議論が明瞭で説得力もある。 
研究テーマについては、理論に基づく実証的研究と教育実践にかかわる実証的研究の両側面を持っていると
いう点できわめて価値がある。論文中では、読解研究で代表的な 3つの読解モデル (Kintch & van Dijkの CI 
model, Gernsbacherの structure building framework, van den Broek et al. の landscape model)、物語文読解と説明文
読解の共通点・相違点、推論の種類と機能を簡潔にまとめ、大局的推論の生成に関する異なる見解と研究結果、
および、大局的推論の生成に影響を与えるタスクや読み目的に関する研究について、かなり詳しい説明記述が
なされている。実験デザインは、これらの先行研究に基づき、明確な目的を持って設定されている。また、教
育実践における学習指導と直接的に関連するタスク (指示や活動内容) を扱った実験を行ったことも評価で
きる。 
実験手法については、研究 1と研究 2で対応する実験デザインを設定し、推論判断課題、タスク教示を与え
る条件下で行った筆記再生課題とテーマ推論課題、思考発話法などを用いて多角的にアプローチし、質的・量
的分析を含めた慎重な分析を行っている。分析の難しい発話プロトコルデータの分析も丁寧に行われている。
研究の全体的構成、実験間の関係にも整合性があり、先行研究に基づき慎重に計画された研究であることが、
論文中の記述・説明から分かる。 
 全体を通して、研究結果の報告は適切に行われており、結果の考察は、research questionsに答えを出すべく、
丁寧に行われている。6つの実験結果から示されたことは以下の通りである。(1) L2読解では、物語文中に暗
示されたテーマを推論することは困難であるが、テーマ推論を促すタスク指示を与えることによって、方略的
にテーマ推論を行うようになり、テキスト理解も促される。また、タスク指示によって、因果性・意図性・大
局的一貫性の構築を目指した読みが促されるが、タスク指示が読解中の認知プロセスに与える影響は限定的で
あった。また、L2読解熟達度の影響は、テキスト理解度と認知プロセスの一部に見られる。(2) L2読解では、
説明文中に暗示された上位命題を推論することは困難で、上位推論の生成を促すタスク指示のみでは推論生成、
テキスト理解に効果がないが、各パラグラフを読み終えるごとにテキスト全体を通して伝えられる書き手の意
図を日本語で答えるという統合タスクを与えると、テキスト理解が高まる。一方で、統合タスクが読解中の認
知プロセスに与える影響は小さかった。 
論文中にも記述されているが、今後発展的な研究を行っていく上で検討する余地のある限界点と今後の課題
については、以下の点が挙げられる。一点目に、大局的推論はテキスト全体を通して生成されるものであるた
め、局所的推論に比べてその生成を確認できる測定手法が限られているものの、他の推論タイプとの比較を詳
細に行うためには、何らかの方法で推論のオンライン性について検討し、議論を深める必要があったと思われ
る。二点目に、本研究は学習者の L2読解熟達度と認知プロセスの関係性について一定の示唆を得られるもの
であるが、より幅広い熟達度を持つ学習者を対象としたり、テキスト要因やタスク要因によって認知負荷を段
階的に操作することで、両者の関係性がより明確になると思われる。最後に、実験で用いた物語文と説明文の
間には、テキスト語数、語彙・文法・談話などの言語的特性の違いがあったため、物語文・説明文というテキ
ストタイプによる影響だけでなく、言語的難易度による影響が結果に現れた可能性も否定できないであろう。 
このような課題はあるものの、本論文は日本人英語学習者の読解や推論に関わる研究に新たな知見をもたら
すものであり、まとまりのある構成をもって議論された優れた論文であると高く評価できる。 
 
２ 最終試験 
 平成 28年 1月 26日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論
文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致で合
格と判定された。 
 
３ 結論 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（言語学）の学位を受けるに十分な資格を有
するものと認める。 
